
わしが案内いたそう！

ようこそ「骨寺村」へ！ ここには中世から続く日本の原風景があるのじゃ

骨寺村荘園の今と昔を伝える見学施設のご案内

普通車：46台

開館

時間

9：00～17：00

■産直コーナー  9：00～17：00

■レストラン     11：00～15：00

骨寺村荘園遺跡内にあるガイダンス施設です。
骨寺村荘園遺跡の歴史と魅力を紹介する展示
棟と、レストラン・産直コーナー・研修室を備え
た管理棟があります。

毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）
12月29日～1月3日

休館日

無料入館料 1台：300円
レンタ

サイクル 1人1回100円シャワー室

駐車
台数

0191-33-5022（FAX兼用）
電話
番号

〒021-0101

岩手県一関市厳美町字若神子241-2
所在地

普通車：37台

開館

時間

9：00～17：00

■喫茶営業　10：00～15：00

毎週水曜日（祝日の場合はその翌日）
12月29日～２月末日

休館日

無料入館料

駐車
台数

0191-39-2930（FAX兼用）
電話
番号

〒021-0101

岩手県一関市厳美町字駒形154-3
所在地

骨寺村荘園遺跡内にある古民家を改修した休
憩所です。昔の農家建築の雰囲気を味わいなが
ら、どなたでもご自由にくつろぐことができます。
なお、シャワー室も備えています。

普通車：105台　大型バス：10台

開館

時間

9：00～17：00

※入館は午後４時３０分まで

毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
12月29日～1月3日

休館日

一般300円　高校・大学生200円　小・中学生無料
 20名以上の団体割引あり

入館料

駐車
台数

電話：0191-29-3180

FAX：0191-33-4006

電話
番号

〒021-0101

岩手県一関市厳美町字沖野々215-1
所在地

道の駅厳美渓に隣接していて、骨寺村荘園遺跡
に関する資料を展示しています。その他にも一
関地域の歴史と文化の変遷を解りやすく学ぶこ
とができます。

❶
 山王窟【史跡】

❷
 駒形根神社【史跡】

❸
 梅木田遺跡【史跡】

❹
 伝ミタケ堂跡【史跡

】

❺
 遠西遺跡【史跡】

❻
 要害館跡【史跡】

❼
 若神子社【史跡】

❽
 不動窟【史跡】

❾
 慈恵塚【史跡】

10
 慈恵大師拝殿【史跡

】
11

 中澤
12

 白山社【史跡】

史
跡
な
ど
の
紹
介
じ
ゃ

骨寺村荘園交流館【若神子亭】 一関市博物館骨寺村荘園休憩所【古曲田家】

骨寺村荘園遺跡
散策マップ

̶かつてここは「骨寺村」と呼ばれた中尊寺の荘園でした̶

骨寺村のドクロ伝説

　鎌倉時代の『撰集抄』という仏教説

話集に、平泉郡にいた一人の娘が、天

井裏のドクロから法華経の読み方を習

い、その後ドクロを逆柴山に葬ったと

いう話があります。そのドクロは、比

叡山の高僧第十八代座主の慈恵大師

良源で、葬った場所が後に慈恵塚に

なったと古くから本寺地区では伝えら

れています。

　このことが、骨寺村という名前の由

来であるともいわれています。

骨寺村のドクロ伝説

　鎌倉時代の『撰集抄』という仏教説
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来であるともいわれています。
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絵図に描かれた 栗駒山（ 須川岳）を
望めます。
絵図に描かれた 栗駒山（ 須川岳）を
望めます。

奥に見える 若神子社の木立が印象
的です。
奥に見える 若神子社の木立が印象
的です。

昔ながら の小さ な田んぼが見ら れ
ます 。
昔ながら の小さ な田んぼが見ら れ
ます 。

自然の地形に 沿っ た田ん ぼが見ら
れます。
自然の地形に 沿っ た田ん ぼが見ら
れます。

絵図に描かれた山並みを 確認で き
ます。
絵図に描かれた山並みを 確認で き
ます。

眼下に広がる骨寺村荘園遺跡が見
ら れます。
眼下に広がる骨寺村荘園遺跡が見
ら れます。

かつて湧水利用し た水田と 微高地
の景観が見ら れます。
かつて湧水利用し た水田と 微高地
の景観が見ら れます。
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この絵図は

国の重要文化財に

指定されているのじゃ
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陸 奥 国
骨寺村絵図
陸 奥 国
骨寺村絵図

む つ の く に

ほ ね で ら む ら え ず

む つ の く に

ほ ね で ら む ら え ず

ト イレ

駐車場

情報（ 骨寺村荘園交流施設）

ビュ ーポイント

車で の見学（ 国・ 県道のみ）

バス停

凡例

P

ガイド の予約は、原則と し て前々日の午後

3時までにお願いいたし ます。

料金： 2時間まで3,000円（ 15人まで）

 1時間を超える毎に1,00 0円加算

予約先： い わいの里ガイド の会

電話： 0191-48-5888

FAX： 0191-48-5 889

有料ガイドのご案内

360度周囲の景観を 眺望すること がで

き 、昔ながらの小区画の水田や地形に

沿った 曲線のあぜ道と 土水路を見ること

ので きるコース。

絵図に描かれている山並みの裾の道を 通

り 、駒形根神社から眼下の田園風景を眺

め、最後は中道を通って 絵図の世界を体

感すること のできるコース。

※途中、疲れた 時など、骨寺村荘園休憩所へ立ち

寄ること ができます。

※所要時間は目安です。

※要害コ ース、駒形コースはサイクリ ングコ ースも

あります。【 レンタ サイクル： 300円/台】

絵図に描かれた山並みを目の当たり にす

ること ができ、地形に沿った田んぼの配

置や田越し の灌漑を見ること ので きる

コース。
かんがい

骨寺村荘園遺跡内で は現在も人々の生活と 農業が営まれています。ご 見学に当たり ましては、一般の観光地と は違う 本地区
の事情をご 理解い ただき、以下の①～⑥のこ と にご 配慮いただ きますよう お願いいたし ます。

①車の通行： 国道・ 県道以外への車の立ち入りはご遠慮く ださ い。

②駐車場： あらかじ め指定さ れた駐車場（ マップ上の　 　 ）をご利用く ださい 。

③徒歩で の見学： 田畑や屋敷内には立ち入ら ないでく ださ い。

④ト イレ： 骨寺村荘園交流館（ 若神子亭）・ 休憩所（ 古曲田家）のト イレをお 使いく ださ い 。

⑤ゴミ： ゴミ はお持ち帰り く ださ い。

⑥熊・ マムシの出没、落石等の注意：

本遺跡は人と 豊かな自然と のバランスに支えられています。野生動物と の接触など注意が必要です。

見学に当たってのお願い

ご理解の程
、

よろしくお願いいたす

在家絵図（ 詳細絵図） 中尊寺蔵

仏神絵図（ 簡略絵図） 中尊寺蔵
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好き なコ ース を選択


